
2024. 5  Public Information IBIGAWA 4

揖
斐
土
木
事
務
所
長
へ
、
２
月
28
日（
水
）

に
岡
部
町
長
が
一
般
県
道
神
原
西
津
汲
線
の

法
面
崩
落
箇
所
の
早
期
復
旧
に
つ
い
て
要
望

を
し
ま
し
た
。

現
在
、
一
般
県
道
神
原
西
津
汲
線
の
小
津

地
内
に
お
い
て
、
法
面
が
崩
れ
た
こ
と
に
よ

り
道
路
が
塞
が
り
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま

す
。
法
面
崩
落
箇
所
よ
り
先
に
あ
る
農
地
や

墓
地
な
ど
へ
近
づ
け
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

る
た
め
、早
期
復
旧
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

▲苅田揖斐土木事務所長へ要望書を手渡す岡部町長

一
般
県
道
神
原
西
津
汲
線
の

法
面
崩
壊
箇
所
の
早
期
復
旧

を
県
へ
要
望
し
ま
し
た

3
月
14
日（
木
）に
岡
部
町
長
が
揖
斐
農

林
事
務
所
長
へ
、
谷
汲
深
坂
地
内
の
排
水
路

崩
落
箇
所
に
つ
い
て
早
期
の
事
業
化
を
要
望

し
ま
し
た
。

現
在
、
町
道
谷
汲
中
村
小
洞
線（
谷
汲
深

坂
地
内
）の
道
路
下
を
横
断
す
る
排
水
路（
管

瀬
川
）に
つ
い
て
は
、横
断
す
る
コ
ル
ゲ
ー
ト

管
が
崩
落
し
、
町
道
が
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
周
囲
に
は
、
広
大
な
農
地
が
広
が
っ

て
お
り
、
営
農
活
動
に
も
多
大
な
影
響
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、
県
単
農
業
農
村
整
備
事
業

に
よ
る
早
期
の
事
業
化
と
令
和
６
年
度
予

算
の
増
額
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

▲高木揖斐農林事務所長へ要望書を手渡す岡部町長

谷
汲
深
坂
地
内
の
排
水
路
崩
落

箇
所
に
つ
い
て
早
期
事
業
化
を

県
へ
要
望
し
ま
し
た

３
月
21
日（
木
）に
、
揖
斐
川
町
役
場
で
、

「
令
和
５
年
度　

中
学
生
海
外
派
遣
事
業　

報
告
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

報
告
会
で
は
、
１
月
18
日（
木
）か
ら
１
月

26
日（
金
）に
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
町
内
の

中
学
生
22
名
が
町
長
、
教
育
関
係
者
、
保
護

者
ら
に
向
け
て
研
修
で
の
経
験
を
発
表
し
ま

し
た
。

生
徒
達
は
、
異
な
る
生
活
・
文
化
・
歴
史
・

社
会
・
価
値
観
な
ど
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
日

本
や
揖
斐
川
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
現
地
の
学

生
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
伝
え
、
友
好
関

係
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
研
修
で
得
た
積
極
性
、
感

謝
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
地
域

や
学
校
に
よ
り
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▲報告会の様子

海
外
派
遣
事
業
報
告
会

揖
斐
川
町
北
方
地
内
で
発
生
し
た
高
齢

者
の
用
水
転
落
事
故
に
お
い
て
、
高
齢
者
を

救
助
し
た
北
和
中
学
校
の
生
徒
９
名
お
よ
び

教
員
２
名
に
対
し
、
３
月
15
日（
金
）に
揖
斐

郡
消
防
組
合
消
防
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
２
月
22
日（
木
）15
時
20
分
頃
、

揖
斐
川
町
北
方
地
内
で
用
水
に
転
落
し
負
傷

し
て
い
た
高
齢
者
を
北
和
中
学
校
生
徒
が
発

見
、教
員
と
協
力
し
て
１
１
９
番
通
報
、負
傷

者
へ
の
声
掛
け
、
負
傷
者
を
用
水
か
ら
救
出

し
適
切
に
応
急
処
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

全
員
が
連
携
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
通

報
・
救
出
・
応
急
処
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

よ
り
高
齢
者
を
救
っ
た
事
案
で
、
救
命
し
た

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
連

携
プ
レ
ー
は
理
想
的
な
活
動
で
し
た
。

迅
速
か
つ
的
確
な
連
携
プ
レ
ー
に

対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

▲感謝状受賞者：五
い

十
そ

川
がわ

 陽
ひ

菜
な

さん、川
かわ

崎
さき

 彩
あや

乃
の

さん
兒
こ

玉
だま

 すみれさん、高
たか

橋
はし

 芽
め

愛
い

さん、瀧
たき

澤
ざわ

 晴
はる

馬
ま

さん
富
とみ

田
だ

 理
り

叶
と

さん、服
はっとり

部 煌
きら

翔
と

さん、宮
みや

川
がわ

 椿
つばき

さん
若
わか

原
はら

 蒼
そう

真
ま

さん、石
いし

垣
がき

 仁
じん

先生、松
まつ

川
かわ

 初
は づ き

妃先生
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故 
清し

水み
ず 
政ま
さ

則の
り 

さ
ん（
藤
橋
）

令
和
６
年
１
月
21
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

清
水
政
則
さ
ん（
藤
橋
）が
叙
位（
正
六
位
）を

受
章
さ
れ
、
岡
部
町
長
よ
り
ご
家
族
へ
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
４
月
、
旧
徳
山

村
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
昭
和
62
年
４

月
の
旧
藤
橋
村
へ
の
編
入
合
併
後
は
藤
橋
村

議
会
議
員
と
し
て
、
平
成
17
年
の
町
村
合
併

後
は
揖
斐
川
町
議
会
議
員
と
し
て
、
通
算
13

期
38
年
８
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
13
年
11
月
、
地
域
住
民
の
推

挙
に
よ
り
藤
橋
村
長
に
初
当
選
し
、
平
成
17

年
１
月
の
町
村
合
併
ま
で
の
３
年
２
か
月
間

在
職
し
村
政
の
円
滑
な
運
営
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
と
と
も
に
、
揖
斐
郡
１
町
５
村
の
町

村
合
併
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
平
成
17
年

１
月
の
新
揖
斐
川
町
の
誕
生
に
多
大
な
貢
献

を
い
た
だ
き
、
今
回
の
叙
位
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
多
大
な
功
績
に
敬
意
を
表
し
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

叙
位（
正
六
位
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た▲清水さんのご家族へ伝達が

行われました

●
瑞
宝
双
光
章

　

桑く
わ

原ば
ら 

隆た
か

一か
ず 

さ
ん（
𦙾
永
）

こ
の
た
び
、
学
校
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
桑
原
隆
一
さ
ん
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
岡
部
町
長
よ
り

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

桑
原
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
に
可
児
郡
御
嵩

町
・
共
和
中
学
校
の
教
諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
、

大
垣
市
の
中
学
校
で
勤
め
ら
れ
て
か
ら
、
教

育
事
務
所
、
県
教
育
セ
ン
タ
ー
、
岐
阜
県
美

術
館
等
、
幅
広
く
教
育
行
政
に
携
わ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
養
老
町
立
日
吉
小
学
校
の

校
長
を
務
め
ら
れ
、
西
濃
教
育
事
務
所
課
長

職
を
経
て
、
最
後
に
揖
斐
川
町
立
小
島
小
学

校
長
と
し
て
、
平
成
８
年
３
月
定
年
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
退
職
後
に
は
坂
内
村
教
育
長
を

務
め
ら
れ
、
長
年
に
渡
り
、
学
校
教
育
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
受
章
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

▲叙勲を受章された桑原さん

●
瑞
宝
双
光
章

故 

林は
や
し　

毅き

郎ろ
う 

さ
ん （
極
楽
寺
）

令
和
６
年
２
月
21
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

林
毅
郎
さ
ん（
極
楽
寺
）が
、
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
、
岡
部
町
長
よ
り
ご
家
族
へ
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

林
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
４
月
に
揖
斐
郡
徳

山
村
立
徳
山
小
学
校
の
教
諭
と
し
て
赴
任
さ

れ
、
横
蔵
中
学
校
や
池
田
中
学
校
、
春
日
中

学
校
、
揖
東
中
学
校
と
、
揖
斐
郡
内
の
中
学

校
教
諭
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
谷
汲
中
学
校

で
教
頭
を
務
め
ら
れ
た
後
、
西
濃
教
育
事
務

所
管
理
主
事
の
職
を
経
て
、
昭
和
62
年
４
月

に
校
長
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
関
ケ
原
北

小
学
校
、谷
汲
小
学
校
で
校
長
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
８
年
３
月
に
大
野
町
立
大
野
中
学
校
で

定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
揖
斐
郡
の
学
校
教

育
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
多
大
な
功
績
に

対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た▲林さんのご家族へ

　伝達が行われました

３
月
31
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
は
な
も
も
」で
揖
斐
川
町
消
防
辞
令
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

64
人
が
新
し
く
消
防
団
に
加
わ
り
、
代
表

者
が
野
原
消
防
団
長
か
ら
辞
令
を
受
け
、
団

員
と
し
て
の
心
構
え
を
宣
誓
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
54
人
が
退
団
し
、
31
人
が
昇
任
し

ま
し
た
。

長
年
、
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方

へ
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
方
で
す
。（
敬
称
略
）

■
消
防
庁
長
官
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章　

分
団
長　

勇　

久
彦

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　

精
績
章　
　
　
　

副
団
長　

長
柄　

秀
幸

ま
た
、３
月
31
日
を
も
っ
て
揖
斐
川
町
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
が
解
散
し
、
町
長
よ
り
小
寺
富

喜
子
会
長
に
特
別
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、「
家
庭
か
ら
火
を
出
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
一
員

と
し
て
引
き
続
き
ご
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
辞
令
交
付
式

▲辞令交付式の様子




